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研究成果の概要（和文）：確率的に変動する OD 交通量（交通需要）の推定のための観測リンク

交通量をデータとした最尤法を用いたパラメータ推定手法を開発し，旅行時間の変動を扱った

上で，ネスティッド・ロジットモデルによる交通機関選択を考慮した道路・鉄道等の交通手段

及び経路選択との統合化配分モデルの構築を行った．以上により，確率的交通ネットワーク均

衡モデルを核とした時間信頼性評価のためのモデル体系を構築した． 

 
研究成果の概要（英文）：A maximum likelihood method of estimating parameters or OD matrix 

of network equilibrium models using observed link flows (link flow count data) have been 

developed. Also, unified network equilibrium model of route choice and mode choice between 

road and public transportation using the nested logit model was formulated. Thus, a model 

system including the stochastic network equilibrium model and others for travel time 

reliability assessment was developed. 
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１．研究開始当初の背景 
 

経済・社会活動の高度化とともに，交通サ

ービスの質的な向上が求められている．自然
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災害，事故などによる通行止めや大幅な遅延

だけでなく，事故等の交通システムの障害・

工事等の維持管理に伴う交通規制や需要の

変動を原因とする所要時間の不確実性を適

切なデータに基づいて分析・評価し，交通政

策に反映させることは，交通サービスを供給

する側にとってとりわけ重要な課題である． 
費用便益分析マニュアルでは，便益として

の主な評価対象は，走行時間短縮，走行経費

減少，交通事故減少となっている．ただし，

今日では，環境問題への関心の高まりから，

それらの項目に加え，環境面に対する便益を

算入することは多くなっている．経路選択や

出発時刻選択についての交通行動分析では，

所要時間に次いで，時間信頼性・定時性の影

響が大きいことが明らかにされている．また，

物流等の業務交通では時間信頼性・定時性は

企業活動の死活問題と直結していることも

多い．このように交通や運輸に対する時間信

頼性・定時性の重要性は極めて高く，プロジ

ェクトの便益として，当然算入すべき重要項

目である．諸外国の状況としては，英国では，

信頼性が既に便益評価項目となっており，他

の先進国でも導入に進め，検討が進められて

いる． 
近年，プローブカーやプローブパーソンな

どの GPS 等を用いた新たなデータ（車両や

人の移動軌跡データ）や ETC データなどが

利用可能となってきている．また，計算機の

性能向上とともにデータマイニングなどの

解析技術の進展により，これまで有効に活用

できていなかった大量に存在する交通量観

測データも利用可能となってきている．多様

なデータが利用可能になっている今日では，

所要時間の変動や時間信頼性の計測・評価方

法が確立されれば，時間信頼性を交通政策に

反映することは可能となる．当然，所要時間

信頼性について，これまで様々な研究が行わ

れているが，既存研究の大きな問題点として

挙げられるのは，データオリエントな研究と

なっており，個々のデータに合わせた分析が

行われていることが多い点である．交通政策

評価やプロジェクト評価で用いることを考

えると，個々のデータやプロジェクトに対し

て個別的に詳細に行うのではなく，説明責任

（アカウンタビリティ）を果たすことが可能

で，高い透明性や客観性をもつアプローチが

必要である．つまり，各プロジェクトごとに

固有の手法ではなく，一般的に受け入れ可能

な理論に基づいた客観的・統一的な手法が必

要である．交通政策評価やプロジェクト評価

では，分割配分に代わり，近年，均衡配分が

実務的にも広く使われるようになっている．

上で述べたように，説明責任が果たせるよう

に時間信頼性の評価を行うためには，交通均

衡理論の枠内で取り扱い，均衡配分と一体的

に行うことが望ましい． 
 
 
２．研究の目的 
 

申請者はこれまで所要時間及び交通量が

確率的な場合の交通ネットワーク均衡の開

発を行ってきた．これらのモデルは所要時間

及び交通量が確率的な場合の均衡モデルで

あり，ネットワークの信頼性評価には最適な

モデルである．しかし，これらモデルの適用

のためには，いくつかの課題が残っている．

確率的に変動する OD 交通量（交通需要）の

推定，道路・鉄道等の交通手段及び経路選択

との統合化配分モデルの構築，そして，その

統合モデルに関するパラメータ推定法の確

立である．本研究では，上述の時間信頼性評

価に必要な各種モデル・手法を開発し，確率

的交通ネットワーク均衡モデルを核とした

時間信頼性評価のためのモデル体系を構築

する． 
 
 
３．研究の方法 
 

(1) 確率変動する OD 交通量の推定モデルの

開発 

交通ネットワーク上には多数の起終（OD）

ペアが存在するため，交通需要の予測は難し

い．交通需要の変動による所要時間の変動へ

の影響は大きいと考えられるため，OD 交通量

（交通需要）の確率分布の推定が重要となる．

車両感知器による大量の断面交通量データ

を分析することにより，交通量の変動の確率

的な特性を把握することが出来る．この確率

的な特性は OD 交通量推定にも活用すること

が出来る．リンク交通量の共分散は共通して

通過する経路交通量に関する情報を与える

ため，それらを処理することで OD 交通量を

把握することが可能である．これらを用いて

従来モデルよりもより詳細で，OD 交通量の変

動自体も推定する手法を開発する． 



 

 

(2) 交通手段選択等を含む統合化 

申請者がこれまでに開発した交通量及び

所要時間が確率的に変動する交通ネットワ

ーク均衡モデルに交通手段選択等を導入し，

統合化確率的ネットワーク均衡モデルを構

築する．重複する経路の取り扱いが可能なパ

スサイズロジットモデル及び交通手段選択

と経路選択を行うネスティッドロジットモ

デルを組み合わせる． 

 

(3) 手段選択・経路選択パラメータ推定方法

の開発 

モデル適用の際には，交通手段・経路選択

パラメータの設定が問題になる．交通手段・

経路選択データもしくは交通量データを用

いたパラメータ推定を開発する．本研究では，

尤度関数を設定し，それによりパラメータを

推定する方法を開発する．これにより，t値

や尤度比などの通常の統計的な考察が可能

となると期待できる． 

 

 

４．研究成果 

 

確率的に変動する OD 交通量（交通需要）

の推定のための観測リンク交通量をデータ

とした最尤法を用いたパラメータ推定手法

を開発し，旅行時間の変動を扱った上で，ネ

スティッド・ロジットモデルによる交通機関

選択を考慮した道路・鉄道等の交通手段及び

経路選択との統合化配分モデルの構築を行

った．以上により，確率的交通ネットワーク

均衡モデルを核とした時間信頼性評価のた

めのモデル体系を構築した 
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